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1

一
般
会
計
決
算

歳
入

一
般
会
計
決
算

歳
入

前
年
度
比　

８
・
４
％
増

２
６
０
億
２
，５
６
５
万
８
千
円

注1　市税は、前年度より3,200万円の減収
注2　地方交付税は、前年度より1,100万円の増	
注3　国県支出金は、小中学校耐震工事などで6億3,100万円の増

※平成19年度市税収入は、税源移譲により、
　所得譲与税4億8,500 万円が市税へ振替

〈市税の内訳〉
　市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

◎
実
質
収
支
が
２
年
連
続
の
黒
字
決
算

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、８
億
６
７
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
、単
年
度
収
支
で
は
、平
成
19
年
度
か
ら
５
年

連
続
で
、実
質
収
支
で
は
、平
成
22
年
度
か
ら
２
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
影
響
か
ら
、歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
が
、平
成
22
年
度
か
ら

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
お
け
る
人
件
費
、公
債
費
の
削
減
や
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革
の
実
行
に
よ
り
、収
支
を
２
年
連
続
で
黒
字
化
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

平
成
24
年
度
以
降
も
、少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、経
済
の
長
期
低
迷
な
ど
、厳
し
い
財
政
状
況
は
つ
づ
き

ま
す
が
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
将
来
を
見
据
え
た
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
、約
20
億
２
，２
０
０
万
円
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、市
税【
表
１
】に
お
い
て
、

た
ば
こ
税
で
約
３
，７
０
０
万
円
の
増
収
が

あ
っ
た
も
の
の
、長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
を

受
け
、個
人
市
民
税
が
落
ち
込
み
、約
６
，６
０
０

万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、国
、県

か
ら
の
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
に
お
い
て
も

約
２
，０
０
０
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
に
お
い
て
、

教
育
施
設
の
耐
震
補
強
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
歳
出
の
増
加
に
伴
い
、合
計
で
約
６
億

３
，１
０
０
万
円
の
増
収
と
な
る
と
と
も
に
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、財
産
収
入
、繰
入
金
、

諸
収
入
、市
債
に
お
い
て
も
、約
11
億
３
，７
６
１

万
円
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

【表1】

市税と地方交付税（臨時財政対策債含）の推移

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税注1 68億1,170万8千円 △ 0.5% 26.2%
地方譲与税等 8億6,249万9千円 △ 2.3% 3.3%
地方交付税注2 69億6,601万8千円 0.2% 26.8%
分担金及び負担金 2億7,743万7千円 4.2% 1.1%
使用料及び手数料 6億6,650万8千円 △ 0.1% 2.6%
国庫･県支出金注3 61億4,433万3千円 11.5% 23.5%
財産収入 6,054万7千円 537.1% 0.2%
繰越金 3億 270万1千円 7865.8% 1.2%
繰入金 7億2,400万0千円 88516.9% 2.8%
諸収入等 3億2,920万7千円 14.8% 1.2%
市債 28億8,070万0千円 11.7% 11.1%

合　　計 260億2,565万8千円 8.4％ 100％

平成23年度の 決　算 をお知らせします

年度 実質収支 単年度収支
平成12年度 9,564万7千円 △1億3,157万4千円
平成13年度 △3,603万0千円 △1億3,167万7千円
平成14年度 △8,805万5千円 △5,202万5千円
平成15年度 △3億8,083万7千円 △2億9,278万2千円
平成16年度 △9億2,264万2千円 △5億4,180万5千円
平成17年度 △9億4,541万6千円 △2,277万4千円
平成18年度 △9億6,066万1千円 △1,524万5千円
平成19年度 △8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 △7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 △5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円
平成23年度 8億 678万8千円 6億 862万1千円

一般会計決算額の推移

※実質収支……… 平成22年度から、2年連続の黒字決算
※単年度収支	� 平成19年度から、5年連続の黒字決算

86
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平成
15年

平成
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平成
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平成
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平成
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73.6
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72.2

69.469.1

74.3

68.5

83.1

68.1

80.4

（億円） 市税 地方交付税

市税地方交
付税

依存財源
64.7％

国庫・県支出金 市債

歳入
260億2,565万8千円

自主財源
35.3％

使用料及び手数料

諸収入等

地方譲与税等

繰越金、繰入金、財産収入

分担金及び負担金
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一
般
会
計
決
算

歳
出

一
般
会
計
決
算

歳
出

２
５
２
億
６
６
３
万
２
千
円

前
年
度
比　

６
・
４
％
増

注1　人件費は、職員退職金を除くと前年度より2億 3,300 万円の減
注2　扶助費は、こども手当などで、前年度より6,400 万円の増
注3　市債の元利償還金である公債費は、実質額で1億 3,700 万円の減
注4　普通建設事業費は、小中学校耐震補強工事などで、18億3,000万円の増
注5　平成 22年度一般会計の実質収支黒字のため

※臨時財政対策債とは、本来普通交付税として交付される金額を、国で地方債に振替られたものであり、
その元利償還金は交付税に算入される。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、前
年
度
決
算
額
と

比
較
し
て
、約
15
億
５
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、人
件
費
に
お
い
て
、職
員

の
早
期
退
職
や
、給
料
の
３
％
削
減
の
効
果
に

よ
り
、退
職
金
を
除
く
職
員
の
実
質
の
人
件
費

で
、約
３
億
１
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
、ま
た
、

公
債
費
に
お
い
て
は
、元
利
償
還
金
の
実
質
額

で
、約
１
億
３
，７
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、就
学
前
教
育
と
保
育
環
境
の
充
実

と
し
て
、「
土
庫
こ
ど
も
園
新
築
事
業
」や
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、保
育
所

（
２
か
所
）、小
学
校（
校
舎
２
棟
、体
育
館

１
棟
）、中
学
校（
校
舎
１
棟
）の
耐
震
補
強

事
業
、交
通
環
境
の
整
備
と
し
て「
本
郷
大
中

線
街
路
事
業
」な
ど
、緊
急
か
つ
重
要
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
債
残
高
に
つ
い
て
は
、普
通
建
設
事
業

の
縮
減
に
伴
い
、地
方
債
の
発
行
を
抑
制
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、年
々
減
少
し
て
お
り
、平
成
23
年

度
末【
表
２
】で
、約
２
２
９
億
５
，０
０
０
万
円

と
な
り
、前
年
度
と
の
比
較
で
は
、２
億
５
，０
０
０

万
円
の
減
少
、平
成
15
年
度
末
と
の
比
較
で

は
、約
86
億
８
，０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、臨
時
財
政
対
策
債
を
除
く
地
方

債
残
高
は
、約
１
５
２
億
６
，０
０
０
万
円
と

な
り
、平
成
15
年
度
末
と
の
比
較
で
は
、約

１
３
８
億
８
，０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、数
次
に

わ
た
る
行
財
政
改
革
や
、平
成
22
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
、管
理
職
早
期
退
職
者

制
度
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
は
じ
め
、地
域

手
当
や
管
理
職
手
当
の
削
減
、特
殊
勤
務
手
当

の
見
直
し
等
を
実
施
し
、総
人
件
費
の
抑
制
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、平
成
15
年
度

と
平
成
23
年
度
を
比
較
す
る
と
、人
件
費
で

は
19
億
６
千
万
円（
約
34
％
）を
削
減
し
ま

し
た
。（
平
成
19
年
度
か
ら
は
、職
員
給
料
の

３
％
カ
ッ
ト
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、職
員
数
で
も
平
成
24
年
４
月
ま
で
の

９
年
間
で
、２
２
７
人
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
般
会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）【
表
３
】

◎
人
件
費
と

　

職
員
数
の
推
移

【表２】　地方債現在高の状況

1,223万8千円

歳入

歳出

翌年度繰越財源

実質収支黒字額

260億2,565万8千円

252億663万2千円

8億678万8千円

平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

一般会計 291.4億 266.2億 239.9億 218.8億 198.5億 180.6億 169.6億 155.0億 152.6億
臨時財政
対 策 債 24.9億 35.6億 43.6億 50.0億 55.2億 59.3億 66.1億 77.0億 76.9億

合　   計 316.3億 301.8億 283.5億 268.8億 253.7億 239.9億 235.7億 232.0億 229.5億

歳出 決算額 前年度対比 構成比
人件費注1 45億8,664万7千円 △ 8.9% 18.2%
扶助費注2 56億 639万6千円 1.2% 22.2%
公債費注3 35億3,678万3千円 4.5% 14.0%
普通建設事業費注4 28億7,724万4千円 174.7% 11.4%
物件費 28億2,328万8千円 7.9% 11.2%
維持補修費 9,061万6千円 △ 6.8% 0.4%
補助費等 27億6,757万8千円 0.6% 11.0%
繰出金 27億1,568万4千円 1.8% 10.8%
積立金 2億 239万6千円 2556.5% 0.8%
繰上充用金注5 ー 皆減 ー
合　　計 252億 663万2千円 6.4％ 100％

平成23年度の 決　算 をお知らせします

（円）

【表３】　人件費と職員数（退職手当を除く）
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57.8

（億円） （人）人件費

55.6

51.1
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46.6
44.6

42.5
40.5

38.2

671人
647人

614人 598人
566人 547人

513人 492人
454人 444人

職員数

歳出
252億663万2千円

維持補修費
積立金

人件費

扶助費

公債費補助費等

物件費

繰出金

普通建設事業費

繰上充用金
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水
道
事
業
の
平
成
23
年
度
の
収
益
的
収
支
は
、７
，９
８
９
万
６
千

円
の
純
利
益
が
生
じ
、前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
58
万
５
千
円
と

合
わ
せ
た
、当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は
、８
，０
４
８
万
１
千
円

と
な
り
、そ
の
う
ち
８
，０
０
０
万
円
を
後
年
度
負
担
に
備
え
る
た
め
、

建
設
改
良
積
立
金
へ
利
益
処
分
を
し
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、水
道
料
金
収
入
が
総
配
水
量
の
減
少
に
伴
い

前
年
度
よ
り
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、費
用
面
に
お
い
て
も
、受
水
費
、

人
件
費
や
支
払
利
息
等
が
減
少
し
た
た
め
、黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
該
年
度
で
は
、給
配
水
管
工
事
46
か
所
、約
２
億
７
，０
０
０
万
円

や
、配
水
場
施
設
の
整
備
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、水
道
事
業
の

現
状
と
将
来
の
見
通
し
や
、取
り
組
む
べ
き
施
策
を
体
系
化
す
る
た
め

「
大
和
高
田
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
財
政
基
盤
の
安
定
化
と
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る
と

と
も
に
、災
害
時
に
備
え
て
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
た
め
の
諸

事
業
を
推
進
し
て
ま
す
。

　

 

病
院
事
業
の
平
成
23
年
度
収
支
は
、１
億
９
，０
４
３
万
円
の

純
利
益
と
な
り
、平
成
22
年
度
に
引
き
続
き
単
年
度
収
支
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、当
該
年
度
末
の
繰
越
欠
損
金
１
億
１
，０
９
０
万
円

を
内
部
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
累
積
赤
字
は

解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
面
で
は
、入
院
及
び
外
来
患
者
の
増
加
に
よ
り
改
善
が
み
ら

れ
入
院
収
益
で
病
床
利
用
率
の
向
上
、診
療
報
酬
の
施
設
基
準

及
び
加
算
の
確
保
に
努
め
、前
年
度
よ
り
約
２
億
８
，５
６
０
万
円

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
面
で
は
患
者
の
増
加
に
伴
い
、診
療
に
要
す
る
経
費
は
増

加
し
ま
し
た
が
、そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、病
院
経
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
、

「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」を
実
行
し
、安
定
し
た
経
営
の
下
で
、
順
調

に
経
営
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

会　計　名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支
国民健康保険事業 80億 617万5千円 77億7,239万0千円 2億3,378万5千円 0 ２億3,378万5千円

国民健康保険天満診療所 1億8,530万6千円 1億6,102万3千円 2,428万3千円 0 2,428万3千円

住宅新築資金等貸付金 4,764万3千円 3億 592万1千円 △2億5,827万8千円 0 △2億5,827万8千円

下水道事業 21億 741万4千円 21億 735万4千円 6万0千円 6万0千円 0

駐車場事業 2,001万9千円 2億7,698万0千円 △2億5,696万1千円 0 △2億5,696万1千円

介護保険事業 43億 392万2千円 42億6,341万3千円 4,050万9千円 0 4,050万9千円

後期高齢者医療保険事業 5億5,106万2千円 5億4,927万3千円 178万9千円 0 178万9千円

合 　　　 計 152億2,154万1千円 154億3,635万4千円 △2億1,481万3千円 6万0千円 △2億1,487万3千円

水道事業収益内訳　18億2,568万8千円

水道事業費用内訳　17億4,579万2千円

病院事業収益内訳　69億9,841万1千円

病院事業費用内訳　68億798万4千円

水　道　事　業

病　院　事　業

水道料金収入
17億6,231万4千円

（96.5％）

その他営業収益
6,005万2千円
（3.3％）

営業外収益
328万9千円
（0.1％）

特別収益
3万3千円
（­－）

配水費
10億8,775万3千円

（62.3％）給水費
1億4,147万4千円

（8.1％）

総係費
2億313万2千円
（11.6％）

減価償却費
2億2,716万5千円
（13.0％）

営業外費用
6,316万8千円
（3.6％）

その他
2,310万0千円
（1.4％）

入院収益
41億4,057万7千円

（59.1％）

外来収益
20億8,826万9千円

（29.8％）

その他医業収益
3億8,959万0千円

（5.6％）

医業外収益
3億74万0千円
（4.3％）

その他
7,923万5千円
（1.2％）

給与費
36億1,962万3千円

（53.1％）材料費
12億1,684万4千円

（17.8％）

経費
11億259万4千円
（16.3％）

医業外費用
4億4,328万0千円

（6.6％）

減価償却費
2億9,486万1千円

（4.3％）

その他
1億3,078万2千円

（1.9％）
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▲土庫こども園で

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
　
11
月
12
日
～
25
日

◎
市
の
財
政
指
標
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表
す
、

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表
が
法
律
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
定
の
基
準
値
を

超
え
る
と
、財
政
が
危
機
的
な
状
態
で
あ
る

「
早
期
健
全
化
団
体
」や「
財
政
再
生
団
体
」と

な
り
、国
、県
の
指
導
の
も
と
に
、財
政
再
建

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
は
、一
般
会
計
、国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
、病
院
事
業
会
計
の
収
支
の
良
化
や
、

市
債
の
元
利
償
還
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
全
て

の
指
標
に
お
い
て
、国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
値
を

下
回
る
と
と
も
に
、前
年
度
よ
り
も
、大
幅
に

改
善
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。平
成
24
年

度
以
降
も
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立
と
、

将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。（
※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」に
対
す
る
災
害
義
援
金
の
受
付
を
、

平
成
25
年
３
月
30
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

義
援
金
箱
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
、市
立
病
院
、天
満
診
療
所
、市
立
図
書
館
、高
田
温
泉

さ
く
ら
荘
の
５
か
所
に
設
置
し
ま
す
。引
き
続
き
の
ご
協
力
を
、お
願
い
し
ま
す
。

　
「
奈
良
県
台
風
12
号
」に
お
け
る
災
害
義
援
金
の
受
付
は
、平
成
24
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
、

終
了
し
ま
し
た
。

　

多
額
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、集
ま
り
ま
し
た

義
援
金
の
金
額
及
び
送
付
先
に
つ
い
て
は
、た
だ
今
、集
計
中
で
す
。後
日
、本
誌
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
社
会
福
祉
課　

内
線
５
３
４
〕

災
害
義
援
金
の
受
付
に
つ
い
て

（％）

指標 平成
23年度

平成
22年度

平成
21年度

平成23〜22
年度増減

早期健全化団体
基準値

財政再生団
体基準値 指標の内容

実質赤字比率 △ 3.85 0.33 5.62 △4.18 12.85 20.00 一般会計等の赤字額の標準財政規模注1に対する比率

連結実質赤字比率 △13.20 △ 3.39 4.38 △9.81 17.85 30.00 市の全会計の赤字額の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 14.70 16.30 18.30 △1.60 25.00 35.00 公債費及び公債費に準ずる経費の標準財政規模に対する割合

将来負担比率 112.90 122.00 151.70 △9.10 350.00 − 地方債残高など市が将来負担すべき実質的な負債額の標準財政規模に対する割合
資金不足比率

（病院事業会計） △ 2.80 6.30 8.70 △9.10 20.00 − 水道・病院・下水道会計の資金不足額
注2の事業

規模注3に対する割合
※増減の△表示は前年度より数値が良化したことを示す
注 1　標準財政規模とは、地方公共団体が標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の総額	
注 2   資金不足額とは､年度末での（流動資産ー流動負債）の額
注 3   事業規模とは料金収入など主たる営業活動から生じる収益

すべての健全化判断比率が、前年度より良化

〔
財
政
課　

内
線
２
１
５
〕

　

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
を
、知
っ
て
い

ま
す
か
？

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
を
目
的

に
、ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ

た
草
の
根
運
動
で
す
。

　

紫
の
リ
ボ
ン
を
つ
け
る

こ
と
で
、家
庭
や
地
域
な
ど
か
ら
暴
力

を
無
く
し
、被
害
者
の
安
全
を
守
り

た
い
、と
い
う
意
思
表
示
に
な
り
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯

罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、セ
ク
シュア
ル・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。こ
の
機
会
に
、女
性
に
対
す
る
暴
力

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

◎女性の暴力に関する相談窓口（秘密は厳守します）
相談機関・窓口 相談日時 電話番号

市人権施策課
男女共同参画推進係

月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分
※祝日、年末年始を除く

☎22-1101
（内線287）

奈良県高田こども
家庭相談センター

（電話相談）
月〜金曜日　午前9時〜午後4時30分
※祝日、年末年始を除く

☎22-6079

奈良県中央こども
家庭相談センター

（電話相談）
月〜金曜日　午前9時〜午後8時
※祝日、年末年始を除く

☎0742-22-4083

奈良県女性センター

（電話相談）
◦火〜金曜日　午前9時30分〜午後6時
◦土曜日　午前9時30分〜午後8時
◦日曜日・祝日　午前9時30分〜午後5時
※月曜日が祝日の場合の直後の平日、年末年始を除く

☎0742-22-1240

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

★緊急時は、110番通報してください。
〔人権施策課　内線287〕

※「女性相談」相談日の変更
　お知らせ版P12に掲載している「女性相談」ですが、11月6日（火）の相談日は、7日（水）に変更されます。
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クリーンセンターだより

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
24
年
度
　
防
火
標
語

『
消
す
ま
で
は
、

　
出
な
い

　
　
い
か
な
い
　

離
れ
な
い
』

　

11
月
9
日
～
15
日
ま
で
の
７
日

間
、全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
た
め
、広
報
活
動
や
消
防

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。11
月
18

日
に
は
、奈
良
県
産
業
会
館
北
側

駐
車
場
で
、『
消
防
フ
ェ
ス
タ
』を
開

催
し
ま
す
。気
軽
に
参
加
で
き
る
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。家
庭
で
も
、火
の
取
扱
い

や
、あ
と
始
末
に
注
意
し
、暖
房

器
具
や
電
化
製
品
の
点
検
な
ど

の
対
策
を
、お
願
い
し
ま
す
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25・０
１
１
９
〕

あなたのゴミ出しマナーは？
プラスチック製容器包装を持ち込む人へのお願い

　市内11か所の公共施設内で、食品トレイとその他プラスチック製容器包装（プラの
リサイクルマークの付いた食料品、日用品などの容器包装）の拠点収集を行なっています。
　その中に、生ごみの入ったものや、汚れたままの容器包装が混ざり、困っています。汚れたまま
のものは、再資源化することができません。また、きれいに分別されたものまで汚れてしまい、結局は、
資源ゴミまでもが、焼却されることになってしまいます。生ゴミの残ったものや、汚れたままのものは、指
定ゴミ袋に入れ、燃えるゴミとして、決められた収集日に出してください。
　また、施設の回収場所やその周辺に生ゴミ、粗大ゴミなどを不法に投棄する人もいまだに見受けられ
ます。ゴミの不法投棄は、犯罪となりますので、絶対にやめてください。特にひどい拠点収集場所では、施
設の閉館時などに、門扉付近にゴミを投棄するなどにより、施設の正常な運営が出来ず、拠点収集を休止
している所、また廃止を検討している所もあります。一部の心無い人の行動によって、公共施設全体の
拠点収集が廃止されることにもなります。

ゴミを出しマナーを守ってください。

〔クリーンセンター　企画整備課　☎52-１６００〕

再度お知らせします。
新聞の抜き取り防止のために

　資源物として、収集している古新聞が、減少し続けています。原因は、市の収集日に出された
新聞を違法に持ち去る、抜き取り行為です。防止策として、「水曜日の新聞・蛍光灯・乾電池を収集
する日」に出してもらうと、収集時間帯が早くなり、抜き取り抑止効果も期待できます。

市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

土曜日の開場のお知らせ
クリーンセンターでは、毎月第２・第４土曜日

（午前９時～午前10時30分）を、試行的に開場しています。
　可燃・粗大の持ち込みゴミを、受け入れています。土曜日を含んで３連休以上となる場合は、土曜日の

　　　開場はありません。

11月は、10日の土曜日に持ち込みゴミの受付を行ないます。



Here is a photo of an Australian native, commonly known as bottlebrush flower, taken in our garden today. It grows as a shrub and is popular as the flowers attract birds.

これは、オーストラリア固有の植物の写真です。一般的に、ボトルブッシュフラワーとして知られています。今日、わたしたちの庭で撮りました。低木で鳥たちが突っつく花として知られています。

Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Yesterday I found a gum tree that
 

was flowering. Eucalyptus trees are
 

commonly known by the name of gum
 

trees. I will send you the photo I took o
f 

it with gumnuts and flower.

昨日、わたしは、ガムの木に花が咲いているのを

見つけました。ユーカリの木は、一般的にガム

の木として知られています。わたしが撮影した

ガムの木の実と花の写真を、送ります。

66

　
懐
か
し
い
オ
ー
ト
三
輪
が
走
っ
て

き
ま
す
。

　

よ
く
見
る
と
、写
真
左
側
や
後
方

に
も
見
え
ま
す
ね
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
後
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ
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保健センター
つうしん

～
献
血
の
お
願
い
～

　

血
液
は
、栄
養
や
酸
素
を
運
ぶ
、

出
血
を
止
め
る
と
い
っ
た
生
命
の

維
持
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。私
た
ち
の
周
り
に
は
、

病
気
や
ケ
ガ
で
血
液
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

し
か
し
、医
療
が
発
達
し
た
現
在

で
も
、血
液
を
人
工
的
に
造
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。医
療
を
支
え
る

血
液
は
、多
く
の
人
の
善
意
に
よ
る
、

献
血
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

献
血
と
は
、輸
血
を
必
要
と
す
る

患
者
の
た
め
に
、一
人
一
人
の
善
意

に
基
づ
き
、自
発
的
に
無
償
で
血
液

を
提
供
す
る
行
為
で
す
。健
康
な

人
に
余
裕
を
も
っ
て
し
て
い
た
だ

く
の
が
基
本
と
な
り
ま
す
。献
血

場
所
は
地
域
ご
と
に
運
行
し
て
い

る
献
血
バ
ス
や
、血
液
セ
ン
タ
ー・

献
血
ル
ー
ム
な
ど
の
常
設
の
施
設

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。献
血
に

要
す
る
時
間
は
、全
血
献
血
な
ら

30
分
～
40
分
、成
分
献
血
な
ら
ば

40
分
～
90
分
で
す
。
小
さ
な
子

ど
も
が
い
る
献
血
者
の
た
め
に
、

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム（
託
児
所
）を
設
け

た
献
血
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

　

献
血
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、献
血
者
の
健
康
を
守
り
、輸
血

を
受
け
る
人
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、採
血
基
準
や
献
血

制
限
が
設
け
て
あ
り
、採
血
前
に
は
、

問
診
や
血
圧
測
定
な
ど
で
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

献
血
し
た
血
液
は
、病
気
や
治
療

目
的
に
合
わ
せ
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、血
液
は
長
期
保
存
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。近
年

の
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
の

影
響
に
よ
っ
て
、今
後
ま
す
ま
す

血
液
の
需
要
は
増
加
し
て
い
く
一
方

で
、若
い
年
代
の
献
血
離
れ
な
ど

を
背
景
に
、将
来
、血
液
が
不
足

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
冬
の
時
期
か
ら
春
先
ま
で
、

献
血
者
数
が
減
少
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。寒
さ
の
た
め
に
外
出

を
控
え
る
こ
と
や
、献
血
者
自
身
が

風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
こ
と

が
多
い
た
め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
や
年
度
替
わ
り
の

時
期
に
さ
し
か
か
る
た
め
、学
校

や
企
業
、団
体
な
ど
の
協
力
も
得

ら
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。輸
血
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
は
、季
節

に
関
係
な
く
、血
液
の
十
分
な
確
保

が
必
要
で
す
。
寒
さ
が
厳
し
い

時
期
で
す
が
、ぜ
ひ
こ
の
時
期
に

も
積
極
的
な
献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

県
内
で
献
血
が
で
き
る
場
所

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

（
大
和
郡
山
市
筒
井
町
６
０
０︲１
）

▼
開
所
曜
日　

火･

木･

金･

日

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
成
分
献
血
は
午
後
４
時
ま
で
）

☎
０
７
４
３
・
56
・
６
１
０
０

近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
６
階
献
血
ル
ー
ム

▼
受
付
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
（
成
分
献
血
は
午
後
５
時
ま
で
）

☎
０
７
４
２
・
22
・
２
１
２
２

【
11
月
の
実
施（
市
内
）】

　

11
月
18
日(

日)

県
産
業
会
館

　
（
幸
町
２︲33
）

　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
３
時

～
介
護
の
日
～

　
「
介
護
」に
つ
い
て
、考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
高
齢
化

が
進
み
、生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
も
増
え
て
い
る
中
、
親
や

配
偶
者
な
ど
、家
族
の
介
護
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
、

介
護
を
し
て
い
る
人
も
、し
て
い
な
い
人
も
、い
つ
か
家
族
の
介
護

を
す
る
立
場
に
な
っ
た
り
、介
護
を
受
け
る
立
場
に
な
っ
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。介
護
は
、誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
問
題
で
す
。

　

介
護
は
、介
護
を
す
る
人
自
身
が
、心
も
体
も
健
康
で
あ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
頑
張
り
す
ぎ
る
と
、
体
も
心
も
す
ぐ
に
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
長
い
介
護
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、「
頑
張
り

す
ぎ
な
い
」こ
と
が
、大
切
で
す
。

◎
頑
張
り
す
ぎ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

◦
一
人
で
、介
護
を
背
負
い
込
ま
な
い

家
族
み
ん
な
で
介
護
の
分
担
を
し
、悩
み
を
一人
で
抱
え
な
い
こ
と
。

悩
ん
だ
ら
、早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◦
積
極
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

ス
ト
レ
ス
を
防
ぐ
た
め
に
も
、息
抜
き
は
必
要
で
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、自
分
の
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。介
護

保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、事
前
に
要
介
護

認
定
が
必
要
で
す
。
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何
事
も「
一
番
が
す
ご
い
こ
と
」と「
一
番
」

に
こ
だ
わ
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。「
一
番
」に
も
や

も
や
を
感
じ
る
主
人
公
が
、
た
ね
を
育
て
る

こ
と
で
見
つ
け
る
“
い
ち
ば
ん
”
と
は
…
。

貴
方
は
ど
っ
ち

の
タ
イ
プ
？

ア
リ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ル
チ　
作　

パ
ト
リ
ス
・
バ
ー
ト
ン　
絵

薫　
く
み
こ　
訳 

／
ポ
プ
ラ
社

『
わ
た
し
の
い
ち
ば
ん
あ
の
こ
の
１
ば
ん
』

11月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
１
３
７
億
年
の
物
語‐宇
宙
が
始
ま
っ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
全
歴
史
』

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
イ
ド 

著　

野
中　
香
方
子　
訳
／
文
藝
春
秋

『
四
〇
〇
万
企
業
が
哭
い
て
い
る
¦
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
察
が

会
社
を
踏
み
潰
し
た
日
¦
』　

石
塚　
健
司　
著
／
講
談
社

『
１
９
４
１
日
系
ア
メ
リ
カ
人
と
大
和
魂
』

す
ず
き　
じ
ゅ
ん
い
ち 

著
／
文
藝
春
秋

『
と
く
ん
と
く
ん
』　

片
山　
令
子　
作　

片
山　
健　
絵
／
福
音
館
書
店

『
わ
た
し
の
く
つ
』

　
　

柴
田　
愛
子　
作　

ま
る
や
ま　
あ
や
こ　
絵
／
ポ
プ
ラ
社

『
は
な
こ
野
の
花
野
の
き
つ
ね
』　
し
ん　
き
み
こ　
作
／
福
音
館
書
店

◎おはなし会
かい

▽とき　11月10日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
  ● 絵

え

本
ほん

　　　『ハグくまさん』
  ● おはなし　『お月

つき

さまの話
はなし

』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　11月24日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
 ● 絵

え

本
ほん

　　　『ママかなママかな』
 ● 絵

え

本
ほん

　　　『うまれかわったヘラジカさん』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

１１月の新着図書

◦
介
護
さ
れ
る
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
尊
重
す
る

介
護
さ
れ
る
人
に
、介
護
す
る
側
の
や
り
方
を
、一
方
的
に
押
し

付
け
な
い
。介
護
さ
れ
る
人
の
、自
分
の
こ
と
を
自
分
で
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と

◦
で
き
る
だ
け
楽
な
介
護
の
や
り
方
を
考
え
る

介
護
さ
れ
る
人
に
も
、で
き
る
こ
と
は
、自
分
で
し
て
も
ら
う
こ
と
。

そ
れ
が
、介
護
さ
れ
る
人
の
、自
立
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
よ
く
相
談
し
、介
護
用
品
や
福
祉
用
具
を
利
用

す
る
な
ど
、介
護
す
る
人
の
、体
へ
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
少
な
い

方
法
を
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
相
談
機
関
に
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
大
和
高
田
市
で

は
、介
護
さ
れ
る
人
、介
護
す
る
人
の
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て

市
役
所
内
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
他
、市
内
３
か
所
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、高
齢
者
の
相
談
業
務
を
、委
託
し
て

い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
田
・
片
塩
・
土
庫
校
区
）　

☎
53
・
５
４
９
９

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
慈
光
園

　
（
陵
西
・
磐
園
校
区
）　

☎
52
・
３
０
０
６

天
満
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
浮
孔
・
浮
孔
西
・
菅
原
校
区
）　

☎
23
・
１
１
６
１

お
気
軽
に
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕

◎
記
紀
・
万
葉
の
奈
良

　

現
存
の
書
物
で
最
も
古
い
も
の

「
古
事
記
」。今
年
、編
纂
１
３
０
０

年
で
す
。日
本
書
紀
は
平
成
32

（
２
０
２
０
）年
に
１
３
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。今
回
は
、記
念
す
べ
き
年

を
迎
え
た「
古
事
記
」に
関
す
る
本

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
口
語
訳
古
事
記　

完
全
版
』

（
三
浦　
佑
之　
訳
注
／
文
藝
春
秋
）

　

神
話
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た

日
本
誕
生
の
物
語
が
、画
期
的
な

現
代
語
訳
と
な
っ
て
い
る
。系
図
や

氏
族
名
解
説
な
ど
も
あ
り
、と
て
も

わ
か
り
や
す
い
本
。

『
日
本
神
話
入
門

¦「
古
事
記
」を
よ
む
¦
』

（
阪
下　
圭
八　
作
／
岩
波
書
店
）

　

お
な
じ
み
の
国
生
み
神
話
か
ら

大
和
三
山
伝
説
な
ど
、
神
話
世
界

を
案
内
し
て
い
る
本
。　
（
児
童
書
）

『
絵
で
見
る
た
の
し
い
古
典　

１

　

古
事
記
・
風
土
記
』

（
学
習
研
究
社
）

　

古
事
記
の
神
話
の
部
分
を
絵
や

写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
あ
る
。

　

ま
た
、
古
典
は
時
代
背
景
な
ど

歴
史
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、社
会

科
の
学
習
と
し
て
も
役
立
て
ら
れ
る

よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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相
談
事
例

『
ど
じ
ょ
う
と
ア
リ
』

116

　

み
な
さ
ん
は
、「
ざ
る
ど
じ
ょ
う
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

た
く
さ
ん
の
ど
じ
ょ
う
の
中

か
ら
大
き
い
ど
じ
ょ
う
を
選
ぶ
の

は
、た
い
へ
ん
で
す
。
そ
こ
で
、

ど
じ
ょ
う
を
ざ
る
に
入
れ
て一時
間

ほ
ど
お
い
て
お
く
と
、だ
ん
だ
ん
大

き
い
の
が
上
に
の
ぼ
っ
て
き
ま
す
。

　

力
の
強
い
も
の
が
上
に
行
き
、

弱
い
も
の
を
押
し
の
け
て
空
気
を

吸
う
の
で
す
。

　

ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
ナ
イ
ル
川

を
渡
る
、ア
リ
の
話
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。一
度
に
三
千
匹
が
、一
緒
に

移
動
す
る
と
い
い
ま
す
。ア
リ
は
、

泳
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。浮
く

こ
と
は
で
き
て
も
、や
が
て
は
お

ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。で
は
、ど
う

や
っ
て
三
千
匹
の
大
群
が
、川
を

渡
る
の
で
し
ょ
う
か
。三
千
匹
の

ア
リ
が
、一
つ
の
大
き
な
か
た
ま
り

を
作
り
ま
す
。ま
る
で
、黒
い
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
す
。そ
し

て
、お
互
い
が
離
れ
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
つ
な
が
り
ま
す
。そ
の

ま
ま
川
に
浮
く
と
、三
分
の
一
は

水
面
か
ら
出
ま
す
が
、
残
り
は

水
中
で
す
。そ
の
ま
ま
で
は
、水
面

上
の
三
分
の
一
は
生
き
残
れ
て

も
、残
り
の
三
分
の
二
は
死
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
流
さ
れ
て

い
く
途
中
で
、回
転
し
な
が
ら
、

仲
間
の
た
め
に
つ
な
い
だ
足
を
、

決
し
て
離
さ
な
い
の
で
す
。水
中
に

い
る
と
き
は
、息
が
出
来
な
く
て

と
て
も
苦
し
い
で
し
ょ
う
。で
も
、

川
を
渡
る
た
め
に
、必
死
で
こ
ら
え

て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
の
我
慢
は
、「
三
千
匹
」の

た
め
に
あ
る
の
で
す
。そ
の
よ
う
な

こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、ど
こ

か
の
岸
に
流
れ
着
き
、そ
こ
で
よ
う

や
く
ア
リ
の
ボ
ー
ル
は
く
ず
れ

て
、み
ん
な
歩
き
始
め
ま
す
。

　

三
千
匹
の
ア
リ
た
ち
は
、あ
の

大
き
な
川
を
、ほ
と
ん
ど
死
ぬ
こ
と

な
く
渡
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

み
ん
な
が
誇
ら
し
げ
に
歩
い
て
い

る
姿
が
、目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

人
権
と
は
、「
人
と
し
て
生
き
る

権
利
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。そ
れ
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、み
ん
な
が

持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。し
か
し
、

人
権
を
常
に
考
え
て
い
な
い
と
、

有
名
無
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。自
分
の
人
権
も
他
人
の
人
権

も
、常
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
人
権
の
歴
史
は
、一
人

一
人
の
努
力
で
作
ら
れ
て
い
く
の

で
す
。

処 分 し た
配 置 薬 の
損 害 賠 償

　

昨
年
４
月
、県
外
で
ひ
と
り
暮
ら

し
を
し
て
い
る
母
が
介
護
施
設
に

入
所
し
た
。業
者
に
委
託
し
、母
の

家
の
片
付
け
を
し
た
が
、後
日
薬
品

会
社
か
ら
電
話
が
あ
り
、母
が
利
用

し
て
い
た
配
置
薬
の
支
払
い
が
、

約
７
千
円
残
っ
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
家
を
掃
除
し
た
と
き
に

配
置
薬
を
処
分
し
た
と
言
っ
た
ら
、

保
管
義
務
が
あ
る
の
で
、残
存
分
の

損
害
賠
償
を
し
て
欲
し
い
と
言
わ

れ
た
。
も
う
１
年
以
上
前
の
こ
と

で
あ
り
、預
か
っ
た
配
置
薬
も
な
い

が
、支
払
義
務
は
あ
る
の
か
。

<

60
歳
代　

男
性

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

　

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で
す
。

　

特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
な
が
ら
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

　

配
置
薬
販
売
と
は
、家
庭
を
訪
問

し
、薬
の
入
っ
た
配
置
箱
を
預
け
、

定
期
的
に
訪
問
し
て
使
っ
た
分
の

代
金
を
受
け
取
り
、薬
を
補
充
し
て

い
く
と
い
う
方
式
で
す
。
以
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
て
、料
金
後
払
い
で
、必
要

な
と
き
に
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、今
で
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
薬
の

保
管
や
代
金
の
支
払
い
を
保
証
す

る
も
の
は
、基
本
的
に
は「
業
者
と

消
費
者
の
信
頼
関
係
」で
あ
り
、

配
置
薬
販
売
は
、
そ
の
信
頼
関
係

の
上
に
長
い
歴
史
を
重
ね
て
き
た

と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、断
ら
れ
て
も

強
引
に
薬
を
置
い
て
い
く
、暴
言
を

吐
く
な
ど
、顧
客
の
新
規
開
拓
に

あ
た
り
、問
題
の
あ
る
販
売
や
勧
誘

が
増
え
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
の
特
定
商
取
引
法

の
改
正
に
よ
り
、訪
問
販
売
な
ど

の
指
定
商
品
・
役
務
制
が
廃
止
さ

れ
、配
置
薬
販
売
は
法
の
対
象
と

な
り
、様
々
な
規
制
を
受
け
ま
す
。

　

な
お
、配
置
薬
を
契
約
し
た
場
合

は
、消
費
者
に
保
管
義
務
が
生
じ

ま
す
の
で
、
相
談
事
例
の
よ
う
に

処
分
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
損
害

賠
償
責
任
が
発
生
し
ま
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

◦
契
約
書
面
を
受
領
し
て
か
ら
８
日

間
は
、ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、配
置
薬
は
指
定
消
耗

品
に
あ
た
り
、使
用
し
た
場
合
は

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
で
き
ま
せ
ん
。
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10 時〜午後4 時   ▽ところ　市役所3 階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5 時（受付は午後4 時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎 2 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

やっぱり1位か…
 

某アイドルグループの選挙のことですか？

違うよ！アダルト情報サイトの相談が、2011
年度の相談件数第1位になったんだよ。

やっぱりと言うからには、何か確信があったのですね。

そう。今 はパソコンだけでなく、携 帯 電
話・ゲーム機・テレビなどからもインター
ネットに繋がるからね。増えて当然だよ。

インターネットにアクセスできる機器すべてに注意
が必要です。

安易にアクセスしないこと、そして相手に
連絡をとらないことだ。特に子どもには、
よく注意するよう話し合うことが大切だね。

そのうちインターネットができる冷蔵庫などがで
き、高額な請求画面が張り付き…

2011年度の相談
◦
配
置
薬
を
預
か
る
と
、保
管
義
務

が
生
じ
ま
す
。
保
管
義
務
期
間
は

法
的
に
解
釈
が
難
し
い
の
で
、契
約

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。配

置
薬
を
な
く
し
て
し
ま
い
、全
額
の

請
求
を
受
け
た
と
い
う
事
例
も
あ

り
ま
す
。

◦
消
費
者
の
意
思
を
無
視
し
、勝
手

に
置
い
て
い
っ
た
場
合
は
、ネ
ガ

テ
ィ
ブ・
オ
プ
シ
ョ
ン（
送
付
商
法
）

に
あ
た
り
、14
日
経
過
す
れ
ば

自
由
に
処
分
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

消
費
者
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ・オ
プ
シ
ョン

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、業
者
に
連
絡

し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

強
引
に
勧
誘
す
る
業
者
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
使
わ
な
い
な
ら
す

ぐ
に
解
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。。

「
秋
の
夜
長
に
家
庭
で

読
書
を
し
て
み
て
は
！
」

　　
読
書
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を

学
び
、本
の
世
界
の
中
で
イ
メ
ー
ジ

を
広
げ
る
な
ど
の
経
験
を
通
し

て
、読
解
力
・
表
現
力
・
想
像
力
を

高
め
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、日
常
の

直
接
体
験
で
は
得
ら
れ
な
い
発
見

や
出
会
い
に
、触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
の
体
験
に
よ
っ
て
視
野

が
広
が
り
、言
葉
や
心
理
を
理
解

し
、豊
か
な
感
情
や
感
性
が
育
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
が
多
く

の
情
報
や
知
識
を
習
得
し
、さ
ま

ざ
ま
な
人
々
の
生
き
方
に
触
れ
る

こ
と
で
、
将
来
へ
の
夢
や
希
望
に

心
を
と
き
め
か
せ
る
な
ど
の
喜
び

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

最
近
、
急
激
な
社
会
の
変
化

と
と
も
に
、子
ど
も
を
取
り
巻
く

読
書
環
境
は
、大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
の
普
及
、テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
な
ど
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
発
達

に
よ
り
、本
を
読
ま
な
い
と
い
う

状
況
が
広
が
っ
て
い
る
な
か
で
、

読
書
離
れ
や
活
字
離
れ
が
引
き

起
こ
す
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
不
足
に
よ
り
、衝
撃

的
な
行
動
に
つ
な
が
っ
た
、と
い
う

社
会
現
象
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が

豊
か
な
読
書
体
験
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
乳
幼
児
期
に
お
い
て
、

親
や
家
族
か
ら
、温
も
り
の
あ
る

肉
声
で
、
絵
本
や
昔
話
・
物
語
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
こ
と
で
、本
に

親
し
む
機
会
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、

大
人
が
、
多
種
多
様
な
本
の
中

か
ら
、
質
の
高
い
優
れ
た
本
を

子
ど
も
に
手
渡
し
、
読
書
の
楽
し

み
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。　

　

さ
ら
に
は
、
子
ど
も
自
身
が

正
し
い
判
断
力
を
持
ち
、
生
命
の

大
切
さ
を
感
じ
取
り
、
思
い
や
り

の
心
と
生
き
る
喜
び
を
見
い
だ
す

「
読
書
活
動
」に
は
、
子
ど
も
の

成
長
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
働
き
が
あ
る
、と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
，
家
庭
・
地
域
・

学
校
・
図
書
館
等
が
連
携
・
協
力

し
て
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
是
非
と
も
、

子
ど
も
た
ち
が
か
け
が
え
の
な
い

１
冊
の
本
と
出
会
え
る
こ
と
を

願
い
、そ
し
て
読
書
の
楽
し
さ
を

知
り
、ま
た
読
書
を
通
じ
て
豊
か

な
心
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
、願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
、
ご
家
庭
で
も
、
こ
の

秋
の
夜
長
に
、
子
ど
も
さ
ん
と

共
に
、
読
書
を
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

〔
学
校
教
育
課
〕

教えて！
最新情報


